
断熱基礎点検口 6 0 0 型
浴室区画に使用する断熱気密の基礎点検口です。

アンカーボルト

浴室区画の断熱材

断熱基礎点検口本体部

配管部

EPSバネ機構で気密性を確保、開閉し やすいフ タ 構造です。
JIS A  4 7 0 6（ サッ シ）気密性 A3 等級に該当し ています。2

左右どちら 側にも
取付可能です。3

自己消火性難燃発泡スチロール（ EPS）製です。
コ ンクリ ート 汚れが目立ちにく いグレー色です。

型枠施工時に設置する先付タ イプです。
点検後もフタ を戻すことにより 断熱気密を確保できます。

1

熱貫流率＝ 0. 47 ）Ｋ・㎡（/W 熱抵抗値＝ 2. 1 ㎡・Ｋ/W

基礎幅1 5 0 m m 、土間コ ンクリ ート 立上げ寸法3 4 0 ～4 0 0 m m  に対応します。

断熱基礎点検口本体部
配管部

カット ライン

両面テープ



●製品の色は印刷物ですので実際の色と 若干異なる 場合があり ます。

●製品の仕様は改良など のため予告なく 変更する 場合があり ますのでご了承く ださ い。

（ 単位： m m )製品仕様

3 ふたを閉める際は枠にし っ かり はめ込ん

でく ださ い。 すき間が空いていると 気密
性が損なわれるおそれがあり ます。

2

カット 部分

コ ーキング処理部分

浴室側

入口側

施　 工　 手　 順

1 型枠を組み立てたあと点検口を施工します。その際シールと刻印を確認し、入口側/浴室側
および上/下を間違えないよう 注意し てく ださ い。また点検口配置後は水平器等で水平に

設置さ れていることを確認してく ださ い。

ふたの開閉について

1

2

矢印部

左右2箇所の矢印部を両手で1箇所ずつ

はさ むよう につまみます。

矢印部をつまみながら 、 両手で手前に

引き、 扉を開けます。

点検口が基礎天端より 上にはみ出し ている場合は、のこ ぎり などでカ ッ ト し てく ださ
い。 必要に応じ て点検口の天面に気密シール材を貼付し ます。 また土間コ ンク リ ート

と 点検口の間はコ ーキング剤などで処理し ます。

枠

ふた

！
床下換気材のア

ン カ ーホ ールの

幅以上のすき 間

を 空けて 貼付し

てく ださ い。

！

！
点検口は水平に

設置し てく ださ い。

浴室側

入口側

点検口の設置位置

鉄筋の必要かぶり 厚さ と 施

工スペースを 十分に確保し

てく ださ い。

型枠

シール・ 刻印
拡大図

外 観

入口側

浴室側

外 観

浴室側

入口側

両面テープ

配管部

本体

施工前に配管部の両面テープの剥離

紙をはがし 、本体に貼付し てく ださ い。

左右どちらにでも配置できます。

※

断熱基礎点検口 6 0 0 型 本体部

樹脂枠床下点検口も ご用意し ています。

YD K1 5 3 5

グレー

発泡ポリスチレン（ EPS）

6 0 0×3 5 0×1 5 0 m m（ 設計値）

6 1 2×3 6 3×1 6 2（ H）m m

約1 .5 Kg

気密パッ キン2 本、施工説明書

品　 　 番

色

材　 　 質

製品寸法

梱包寸法

梱包重量

附 属 品

YD K1 5 3 5 P

グレー

発泡ポリスチレン（ EPS）

7 3 8×3 5 0×1 5 0 m m（ 設計値）

7 7 0×3 6 3×1 6 2（ H）m m

約1 .7 Kg

気密パッ キン2 本、施工説明書

品　 　 番

色

材　 　 質

製品寸法

梱包寸法

梱包重量

附 属 品

A 断熱基礎点検口 6 0 0 型 本体部 ＋ 配管部B


